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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　セメント組成物と水とが混合されてなるセメント混合物を床版上に施工するセメント混

合物の施工方法であって、

　乾式吹き付け用ノズルから気体と共に噴射されるセメント混合物を気体から分離して収

集する収集空間を備えた収集装置を用い、

　該収集装置は、乾式吹き付け用ノズルから収集空間に気体と共に噴射されるセメント混

合物と接触することで該セメント混合物を気体から分離する接触壁を収集空間に備えてお

り、

　乾式吹き付け用ノズルから収集空間に気体と共にセメント混合物を噴射して該セメント

混合物を接触壁に接触させることでセメント混合物を気体から分離して収集空間に収集す

る収集工程と、該収集工程で収集されたセメント混合物を収集空間から排出し、該セメン

ト混合物を床版上に施工する施工工程とを備えることを特徴とするセメント混合物の施工

方法。

【請求項２】

　前記収集空間に収集されたセメント混合物を撹拌する撹拌工程を更に備えることを特徴

とする請求項１に記載のセメント混合物の施工方法。

【請求項３】

　前記セメント組成物は、速硬性セメントを含有することを特徴とする請求項１又は２に

記載のセメント混合物の施工方法。
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【 請 求 項 ４ 】

　 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る 際 に 用 い ら

れ る 収 集 装 置 で あ っ て 、

　 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 が 気 体 か ら 分 離 さ れ て

収 集 さ れ る 収 集 空 間 を 有 す る 収 集 部 を 備 え て お り 、

　 該 収 集 部 は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 収 集 空 間 に 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合

物 と 接 触 す る こ と で 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 か ら 分 離 す る 接 触 壁 を 収 集 空 間 に 備 え る と 共

に 、 該 接 触 壁 と の 接 触 に よ っ て 気 体 か ら 分 離 さ れ て 収 集 空 間 に 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物

を 収 集 空 間 か ら 床 版 上 に 排 出 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 収 集 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 収 集 部 は 、 収 集 空 間 を 形 成 す る 壁 面 に 付 着 し た セ メ ン ト 混 合 物 を 掻 き 落 と す 掻 落 手

段 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 収 集 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る

セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 、 及 び 、 該 施 工 方 法 で 使 用 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 す る 収

集 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 道 路 や 高 速 道 路 等 の 橋 梁 は 、 コ ン ク リ ー ト や 鋼 材 を 用 い て 形 成 さ れ た 床 版 上 に 防 水

層 が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 が 舗 設 さ れ る こ と で 構 成 さ れ て い る 。 ア ス

フ ァ ル ト 混 合 物 層 は 、 自 動 車 が 通 行 し た 際 の 荷 重 や 摩 擦 に よ っ て 損 傷 し た り 、 経 年 劣 化 し

た り す る た め 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 補 修 す る こ と が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 上 の ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 補 修 す る 方 法 と し て は 、 路 面 切 削 機

等 を 用 い て 古 い ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 削 り 取 っ た 後 、 新 た に ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 舗

設 す る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。 斯 か る 方 法 で は 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 削 り 取 る 際 に 、

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 と 共 に コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 の 表 面 も 削 り 取 ら れ る た め 、 床 版 内 部

の 鉄 筋 の 被 り 厚 や 床 版 の 厚 み が 減 少 し て し ま う 。 こ の た め 、 モ ル タ ル や コ ン ク リ ー ト と い

っ た セ メ ン ト 混 合 物 （ セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る も の ） を 床 版 の 表 面 に 打 設

す る こ と で 床 版 の 厚 み を 当 初 の 厚 み と 同 等 以 上 に 復 旧 し た 後 、 新 た に ア ス フ ァ ル ト 混 合 物

層 が 舗 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 凍 結 防 止 剤 が 散 布 さ れ る 環 境 や 大 気 中 の 塩 分 濃 度 が 比 較 的 高 い 環 境 で は 、 ア ス フ

ァ ル ト 混 合 物 層 が 透 水 性 を 有 す る 場 合 や ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 に 亀 裂 が 生 じ て い る 場 合 、

塩 分 を 含 む 水 分 が ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 透 過 し て コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 に 達 す る 場 合 が

あ る 。 斯 か る 場 合 、 塩 分 を 含 む 水 分 の 影 響 に よ っ て 床 版 内 部 の 鉄 筋 が 腐 食 す る た め 、 塩 分

を 含 む 水 分 が 含 浸 し た 床 版 は 、 補 修 す る こ と が 必 要 と な る 。 コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 の 補 修

を 行 う 方 法 と し て は 、 上 述 の よ う に ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 削 り 取 っ て 床 版 を 露 出 さ せ た

後 、 腐 食 し た 鉄 筋 を 覆 う 領 域 を 削 り 取 り 、 斯 か る 領 域 に セ メ ン ト 混 合 物 を 打 設 し て 補 修 す

る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 舗 装 道 路 の 耐 久 性 の 向 上 や 補 強 を 目 的 と し て 、 床 版 の 厚 み を 厚 く す る こ と が 要 求

さ れ る 場 合 が あ る 。 斯 か る 場 合 に は 、 上 述 の よ う に ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を 削 り 取 っ て 床

版 を 露 出 さ せ た 後 、 セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 の 表 面 に 打 設 す る こ と で 床 版 の 厚 み を 増 加 さ せ

る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 鋼 製 床 版 に お い て は 、 通 行 車 両 の 輪 荷 重 に よ っ て ひ ず み が 生 じ 、 そ れ が 繰 り 返 さ
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れ る こ と に よ っ て 鋼 製 床 版 に 疲 労 に よ る 亀 裂 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 破 損 の 予

防 方 法 と し て は 、 鋼 製 床 版 上 に 接 着 層 を 設 け 、 そ の 上 に 剛 性 回 復 を 目 的 と し て モ ル タ ル や

コ ン ク リ ー ト と い っ た セ メ ン ト 混 合 物 を 打 設 す る 方 法 が と ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の よ う に 、 セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 打 設 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 ジ ェ ッ ト モ

ー ビ ル 車 を 用 い て セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と を 混 合 し て セ メ ン ト 混 合 物 を 形 成 し 、 該 セ メ ン ト

混 合 物 を バ ケ ッ ト フ ォ ー ク 、 ベ ル ト コ ン ベ ア 、 一 輪 車 な ど を 用 い て 施 工 現 場 ま で 運 搬 し て

床 版 上 に 打 設 す る 方 法 が 用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 斯 か る 方 法 で は 、 ジ ェ ッ ト モ ー ビ ル

車 と い う 市 場 に お い て 台 数 の 限 ら れ た 大 型 重 機 の 確 保 が 必 要 で あ る 。 狭 隘 な 作 業 帯 で は ジ

ェ ッ ト モ ー ビ ル 車 に 対 す る 材 料 供 給 や 清 掃 が 困 難 な た め 、 ジ ェ ッ ト モ ー ビ ル 車 ご と 入 れ 替

え る こ と で 材 料 を 供 給 し な け れ ば な ら な い こ と か ら 、 １ 回 の 施 工 で 十 数 台 の ジ ェ ッ ト モ ー

ビ ル 車 が 必 要 と な っ て い る 。 ま た 、 ジ ェ ッ ト モ ー ビ ル 車 か ら 打 設 位 置 ま で の セ メ ン ト 混 合

物 の 運 搬 に 労 力 と 時 間 を 要 す る た め 、 施 工 現 場 に お い て セ メ ン ト 混 合 物 が 良 好 な 流 動 性 を

有 す る 時 間 が 短 く な り 、 施 工 時 間 に 制 限 が 生 じ る 。 ま た 、 運 搬 に 伴 う 振 動 に よ っ て セ メ ン

ト 混 合 物 に 材 料 分 離 が 生 じ る 虞 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 床 版 上 に セ メ ン ト 混 合 物 を 施 工 す る 際 に 、 施 工 現 場 に お い て セ メ ン ト 混 合 物 の

流 動 性 を 維 持 す る こ と が で き る と 共 に 、 セ メ ン ト 混 合 物 の 材 料 分 離 を 防 止 す る こ と が で き

る 簡 易 な 施 工 方 法 と し て 、 乾 式 吹 き 付 け に よ る 施 工 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参

照 ） 。 斯 か る 方 法 は 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と を 別 々 に 圧 送 し て ノ ズ ル 内 で 混 合 す る こ と で

セ メ ン ト 混 合 物 を 形 成 し 、 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 圧 縮 空 気 と 共 に ノ ズ ル か ら 噴 射 す る こ と で

、 床 版 上 に セ メ ン ト 混 合 物 を 吹 き 付 け て 施 工 す る 方 法 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ９ １ ８ 号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 、 セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 吹 き 付 け る 方 法 で は 、 床 版 に

吹 き 付 け ら れ た セ メ ン ト 混 合 物 の 一 部 が 施 工 現 場 の 周 囲 に 飛 散 す る た め 、 飛 散 し た セ メ ン

ト 混 合 物 が 施 工 現 場 の 近 傍 を 通 行 す る 自 動 車 に 接 触 す る 虞 が あ る 。 こ の よ う な セ メ ン ト 混

合 物 の 接 触 は 、 自 動 車 を 破 損 さ せ た り 事 故 を 引 き 起 こ さ せ た り す る 要 因 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル を 用 い て 形 成 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上

に 施 工 す る 際 に 、 施 工 現 場 の 周 囲 へ の セ メ ン ト 混 合 物 の 飛 散 を 防 止 す る こ と が で き る セ メ

ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 を 提 供 す る と 共 に 、 該 施 工 方 法 に 用 い ら れ る セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集

す る 収 集 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 は 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る セ

メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ

ズ ル か ら 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 か ら 分 離 し て 収 集 す る 収 集 空 間 を 備

え た 収 集 装 置 を 用 い 、 該 収 集 装 置 は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 収 集 空 間 に 気 体 と 共 に 噴

射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 と 接 触 す る こ と で 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 か ら 分 離 す る 接 触 壁 を

収 集 空 間 に 備 え て お り 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 収 集 空 間 に 気 体 と 共 に セ メ ン ト 混 合 物

を 噴 射 し て 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 接 触 壁 に 接 触 さ せ る こ と で セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 か ら 分 離

し て 収 集 空 間 に 収 集 す る 収 集 工 程 と 、 該 収 集 工 程 で 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 空 間

か ら 排 出 し 、 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る 施 工 工 程 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る

。
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 収 集 工 程 で 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 を 用 い て 施 工 工 程 が 行 わ れ

る た め 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル を 用 い て セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 直 接 吹 き 付 け た 場 合 の

よ う に 、 セ メ ン ト 混 合 物 の 一 部 が 施 工 現 場 の 周 囲 に 飛 散 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 記 収 集 空 間 に 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 を 撹 拌 す る 撹 拌 工 程 を 更 に 備 え る こ と が 好 ま

し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 撹 拌 工 程 を 備 え る こ と で 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と を 混 練 し て 形 成

し た セ メ ン ト 混 練 物 （ 以 下 、 混 練 物 と も 記 す ） と 同 等 の 性 状 を 有 す る セ メ ン ト 混 合 物 を 得

る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 は 、

セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 別 々 に 圧 送 さ れ て 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル 内 で 混 合 さ れ て 形 成 さ れ

る も の で あ る た め 、 混 練 物 と は 性 状 が 異 な る 虞 が あ る 。 し か し な が ら 、 収 集 工 程 後 に 撹 拌

工 程 を 行 っ て セ メ ン ト 混 合 物 を 撹 拌 す る こ と で 、 セ メ ン ト 混 合 物 の 性 状 を 混 練 物 と 同 等 の

性 状 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 セ メ ン ト 組 成 物 は 、 速 硬 性 セ メ ン ト を 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 収 集 装 置 は 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る セ メ ン ト 混 合 物 を 床

版 上 に 施 工 す る 際 に 用 い ら れ る 収 集 装 置 で あ っ て 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 気 体 と 共 に

噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 が 気 体 か ら 分 離 さ れ て 収 集 さ れ る 収 集 空 間 を 有 す る 収 集 部 を 備

え て お り 、 該 収 集 部 は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 収 集 空 間 に 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る セ メ

ン ト 混 合 物 と 接 触 す る こ と で 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 か ら 分 離 す る 接 触 壁 を 収 集 空 間 に 備

え る と 共 に 、 該 接 触 壁 と の 接 触 に よ っ て 気 体 か ら 分 離 さ れ て 収 集 空 間 に 収 集 さ れ た セ メ ン

ト 混 合 物 を 収 集 空 間 か ら 床 版 上 に 排 出 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 接 触 壁 を 備 え る こ と で 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た セ

メ ン ト 混 合 物 及 び 気 体 は 、 接 触 壁 に 接 触 す る こ と に な る 。 こ の 際 、 セ メ ン ト 混 合 物 は 、 接

触 壁 と の 接 触 に よ っ て 、 噴 射 方 向 の 勢 い が 徐 々 に 減 少 し て 落 下 す る 。 こ れ に よ り 、 収 集 部

の 収 集 空 間 に セ メ ン ト 混 合 物 を 材 料 分 離 さ せ る こ と な く 効 率 的 に 収 集 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 収 集 部 は 、 収 集 空 間 を 形 成 す る 壁 面 に 付 着 し た セ メ ン ト 混 合 物 を 掻 き 落 と す 掻 落 手

段 を 更 に 備 え る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 掻 落 手 段 を 備 え る こ と で 、 収 集 部 に お け る 収 集 空 間 を 形 成 す る 壁

面 に 付 着 し た セ メ ン ト 混 合 物 を 掻 き 落 と す こ と が で き る た め 、 セ メ ン ト 混 合 物 の 収 集 を よ

り 確 実 に 行 う こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル を 用 い て 形 成 さ れ る セ メ ン ト 混

合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る 際 に 、 施 工 現 場 の 周 囲 へ の セ メ ン ト 混 合 物 の 飛 散 を 防 止 す る こ と

が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 収 集 装 置 を 本 体 部 の 軸 線 方 向 に 直 交 す る 方

向 か ら 見 た 側 面 図 、 （ ｂ ） は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 収 集 装 置 を 本 体 部 の 軸 線 方 向 に 沿 っ て 見

た 平 面 図 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 図 １ （ ａ ） の Ｘ － Ｘ 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 図 １ （ ｂ ） の Ｙ － Ｙ 断 面 図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 に お い て 収 集 装
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置 を 本 体 部 の 軸 線 方 向 に 沿 っ て 見 た 際 の 収 集 装 置 の 内 部 を 示 し た 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 同 実

施 形 態 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 に お い て 収 集 装 置 を 本 体 部 の 軸 線 方 向 に 直 交 す る

方 向 か ら 見 た 際 の 収 集 装 置 の 内 部 を 示 し た 断 面 図 。

【 図 ４ 】 他 の 実 施 形 態 に 係 る 収 集 装 置 を 軸 線 方 向 に 直 交 す る 方 向 か ら 見 た 側 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 図 面

に お い て 同 一 又 は 相 当 す る 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 は 、 舗 装 道 路 を 構 成 す る 床 版 （ 例 え ば 、 コ

ン ク リ ー ト や 鋼 材 を 用 い て 形 成 さ れ た も の ） 上 に セ メ ン ト 混 合 物 を 施 工 す る も の で あ る 。

ま た 、 該 施 工 方 法 で は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物

（ セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と が 混 合 さ れ て な る も の ） を 収 集 す る 収 集 装 置 が 用 い ら れ る 。 本 実

施 形 態 で は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 収 集 装 置 １ は 、 セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 可 能

に 構 成 さ れ た 収 集 部 ２ と 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 部

２ 内 に 供 給 す る 供 給 部 ３ と か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル と し て は 、 乾 式 吹 き 付 け 工 法 で 一 般 的 に 使 用 さ れ る も の を 用 い る

こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 別 々 に 圧 送 さ れ る セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と を 混 合 し て セ メ ン ト

混 合 物 を 形 成 し つ つ 、 該 セ メ ン ト 混 合 物 を 気 体 と 共 に 噴 射 可 能 に 構 成 さ れ る も の で あ れ ば

特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 収 集 部 ２ は 、 セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 す る 収 集 空 間 Ｒ １ を 備 え る 本 体 部 ２ ａ と 、 該 本 体 部

２ ａ に 取 り 付 け ら れ る 蓋 体 部 ２ ｂ と を 備 え る 。 本 体 部 ２ ａ は 、 一 方 向 が 軸 線 と な る よ う に

筒 状 （ 具 体 的 に は 、 円 筒 状 ） に 形 成 さ れ た 側 壁 部 ２ ｃ と 、 該 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 の 一 端

部 を 閉 塞 す る 底 部 ２ ｄ と か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 本 体 部 ２ ａ は 、 軸 線 方 向 の 他 端 部 に 蓋 体

部 ２ ｂ を 取 り 付 け 可 能 に 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、 収 集 部 ２ は 、 一 方 向 の 一 端 部 に 底 部 ２ ｄ を

備 え 、 一 方 向 の 他 端 部 に 蓋 体 部 ２ ｂ を 備 え る 。 ま た 、 収 集 部 ２ （ 具 体 的 に は 、 側 壁 部 ２ ｃ

） は 、 収 集 空 間 Ｒ １ を 収 集 部 ２ の 外 側 の 空 間 と 連 通 さ せ る 貫 通 孔 ２ ｅ を 備 え 、 該 貫 通 孔 ２

ｅ に 供 給 部 ３ が 連 結 さ れ る 。 貫 通 孔 ２ ｅ は 、 本 体 部 ２ ａ の 一 方 向 （ 具 体 的 に は 、 側 壁 部 ２

ｃ の 軸 線 方 向 ） の 他 端 側 （ 蓋 体 部 ２ ｂ を 取 り 付 け る 側 ） の 位 置 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 収 集 部 ２ （ 具 体 的 に は 、 本 体 部 ２ ａ ） は 、 収 集 空 間 Ｒ １ に 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 を

排 出 可 能 な 排 出 口 ２ ｆ を 備 え る 。 該 排 出 口 ２ ｆ は 、 底 部 ２ ｄ に 形 成 さ れ て お り 、 収 集 空 間

Ｒ １ と 収 集 部 ２ の 外 側 の 空 間 と を 連 通 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 収 集 部 ２ （ 具 体 的

に は 、 本 体 部 ２ ａ ） は 、 排 出 口 ２ ｆ を 開 閉 す る 開 閉 手 段 ２ ｇ を 備 え る 。 該 開 閉 手 段 ２ ｇ は

、 排 出 口 ２ ｆ を 閉 塞 可 能 に 構 成 さ れ る 閉 塞 部 ２ ｈ と 、 該 閉 塞 部 ２ ｈ を 底 部 ２ ｄ と 連 結 す る

連 結 部 ２ ｉ と を 備 え る 。 閉 塞 部 ２ ｈ は 、 板 状 の 形 状 を 有 し て お り 、 排 出 口 ２ ｆ を 覆 う よ う

に 底 部 ２ ｄ に 当 接 し た 状 態 で 排 出 口 ２ ｆ の 外 周 に 密 着 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 連 結 部 ２ ｉ

は 、 棒 状 の 形 状 を 有 し 一 端 部 が 閉 塞 部 ２ ｈ と 連 結 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 底 部 ２ ｄ と 回 転 自

在 に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 閉 塞 部 ２ ｈ は 、 連 結 部 ２ ｉ と 底 部 ２ ｄ と の 連 結 位 置 を 支 点

に 排 出 口 ２ ｆ に 対 し て 接 離 可 能 に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 蓋 体 部 ２ ｂ は 、 収 集 空 間 Ｒ １ （ 具 体 的 に は 、 内 壁 ２ ｋ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ ） を 収 集 部 ２ の

外 側 の 空 間 と 連 通 さ せ る 蓋 体 開 口 部 ２ ｂ ＇ を 備 え る （ 内 壁 ２ ｋ 及 び そ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ に

つ い て は 後 述 す る ） 。 本 実 施 形 態 で は 、 蓋 体 部 ２ ｂ は 、 蓋 体 開 口 部 ２ ｂ ＇ を 複 数 備 え 、 該

蓋 体 開 口 部 ２ ｂ ＇ が 形 成 さ れ て い な い 領 域 に 軸 部 ２ ｐ （ 軸 部 ２ ｐ に つ い て は 後 述 す る ） が

軸 周 り に 回 転 自 在 に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 蓋 体 開 口 部 ２ ｂ ＇ は 、 蓋 体 部 ２ ｂ が 本 体 部 ２ ａ に

取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 蓋 体 部 ２ ｂ 側 か ら 収 集 装 置 １ を 見 た 際 に 、 内 壁 ２ ｋ の 内 側 の

空 間 Ｒ ５ と 重 な る よ う に 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 供 給 部 ３ は 、 筒 状 の 形 状 を 有 し 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物

及 び 気 体 を 軸 線 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 向 か っ て 流 通 さ せ る 流 通 空 間 Ｒ ２ を 備 え る 。 該

流 通 空 間 Ｒ ２ は 、 供 給 部 ３ の 軸 線 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 向 か っ て 断 面 形 状 （ 供 給 部 ３

の 軸 線 に 直 交 す る 断 面 形 状 ） が 大 き く な る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 供 給 部 ３ は 、 軸 線 方

向 の 一 端 部 に 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル を 挿 入 す る 挿 入 部 ３ ａ を 備 え 、 軸 線 方 向 の 他 端 部 が

収 集 部 ２ （ 本 体 部 ２ ａ の 貫 通 孔 ２ ｅ ） に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 収 集 部 ２ （ 具 体 的 に は 、 本 体

部 ２ ａ ） に 連 結 さ れ る 。 つ ま り 、 供 給 部 ３ は 、 本 体 部 ２ ａ の 一 方 向 の 他 端 側 （ 具 体 的 に は

、 蓋 体 部 ２ ｂ を 取 り 付 け る 側 ） の 位 置 に 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 供 給 部 ３ は 、 一 方 向 （ 具 体 的 に は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 ） に 対 し て 交 差 す る 他

方 向 に 沿 っ て 収 集 部 ２ （ 具 体 的 に は 、 本 体 部 ２ ａ ） か ら 延 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 つ ま

り 、 供 給 部 ３ は 、 軸 線 方 向 が 延 出 方 向 に 沿 う よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 供 給 部 ３ は 、 軸 線

の 延 び る 方 向 に 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 が 位 置 し な い よ う に 構 成 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 供 給 部

３ の 延 出 方 向 に 沿 っ て 収 集 装 置 １ を 見 た 際 に 、 供 給 部 ３ の 軸 線 と 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 と が 重

な ら な い よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 に 、 収 集 装 置 １ の 内 部 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 収 集

部 ２ は 、 供 給 部 ３ か ら 収 集 空 間 Ｒ １ に 気 体 と 共 に 供 給 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 と 接 触 す る 接

触 壁 ２ ｊ と 、 一 方 向 （ 具 体 的 に は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 ） に 沿 っ て （ 具 体 的 に は 、 共 通 す る

軸 線 を 有 す る よ う に ） 形 成 さ れ た 筒 状 の 内 壁 ２ ｋ と 、 収 集 空 間 Ｒ １ を 形 成 す る 壁 面 （ 具 体

的 に は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 ） に 付 着 し た セ メ ン ト 混 合 物 を 掻 き 落 と す 掻 落 手 段 ２ ｍ と を

更 に 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 接 触 壁 ２ ｊ は 、 供 給 部 ３ の 軸 線 方 向 （ 具 体 的 に は 、 セ メ ン ト 混 合 物 の 噴 射 方 向 ） と 交 差

す る よ う に 配 置 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 収 集 空 間 Ｒ １ 内 に 位 置 す る 供 給 部 ３

の 他 端 部 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 一 方 向 （ 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 ） を

中 心 に 排 出 口 ２ ｆ に 対 し て 対 称 と な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 供 給 部 ３

の 他 端 部 か ら 延 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 一 端 部 が 供 給 部 ３

の 他 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 他 端 部 側 が 供 給 部 ３ の 他 端 部 か ら 延 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 延 出 方 向 に 位 置 す る 端 部 （ 以 下 、 先 端 部 と も 記 す ） が 収 集 空 間 Ｒ

１ を 形 成 す る 壁 面 （ 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 ） に 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 接

触 壁 ２ ｊ と 本 体 部 ２ ａ （ 側 壁 部 ２ ｃ ） と 供 給 部 ３ の 他 端 部 と で 囲 ま れ た 空 間 （ 以 下 、 噴 射

空 間 Ｒ ３ と も 記 す ） が 形 成 さ れ る 。 該 噴 射 空 間 Ｒ ３ は 、 底 部 ２ ｄ 側 へ 開 放 し た 状 態 と な る

よ う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 噴 射 空 間 Ｒ ３ は 、 一 方 向 （ 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 ） を 中 心 に 排 出 口

２ ｆ に 対 し て 対 称 と な る 位 置 に 形 成 さ れ る 。 な お 、 接 触 壁 ２ ｊ は 、 弾 性 変 形 可 能 な 素 材 を

用 い て 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 、 ゴ ム シ ー ト や ゴ ム 板 等 を 用 い て 形 成 さ れ る こ

と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 内 壁 ２ ｋ は 、 側 壁 部 ２ ｃ （ 具 体 的 に は 、 収 集 空 間 Ｒ １ を 形 成 す る 壁 面 ） と の 間 に 空 間 が

形 成 さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 内 壁 ２ ｋ は 、 軸 線 方 向 の 一 端 部 に 開 口 部 ２ ｋ ＇ を 備

え 、 該 開 口 部 ２ ｋ ＇ に よ っ て 内 壁 ２ ｋ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ と 収 集 空 間 Ｒ １ と が 連 通 し た 状 態

と な る 。 ま た 、 内 壁 ２ ｋ は 、 軸 線 方 向 の 他 端 部 に 開 口 部 ２ ｋ ＇ ＇ を 備 え 、 該 開 口 部 ２ ｋ ＇

＇ に よ っ て 内 壁 ２ ｋ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ と 収 集 部 ２ の 外 側 の 空 間 と が 連 通 し た 状 態 と な る 。

ま た 、 内 壁 ２ ｋ の 一 方 の 開 口 部 ２ ｋ ＇ は 、 本 体 部 ２ ａ に お け る 底 部 ２ ｄ 側 の 領 域 に お い て

底 部 ２ ｄ か ら 離 間 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 内 壁 ２ ｋ は 、 軸 線 に 直 交 す る 外 周 面 の 断

面 形 状 が 軸 線 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ て 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り

、 内 壁 ２ ｋ の 外 周 面 と 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 と の 間 の 空 間 （ 以 下 、 旋 流 空 間 と も 記 す ） Ｒ ４

は 、 蓋 体 部 ２ ｂ 側 か ら 底 部 ２ ｄ 側 に 向 か う に 従 っ て 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】

　 掻 落 手 段 ２ ｍ は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 摺 接 す る 摺 接 部 ２ ｎ と 、 一 方 向 （ 具 体 的 に は 、

側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 ） に 沿 っ て （ 該 軸 線 と 重 な る よ う に ） 配 置 さ れ て 摺 接 部 ２ ｎ が 連 結

さ れ る 軸 部 ２ ｐ と か ら 構 成 さ れ る 。 摺 接 部 ２ ｎ は 、 棒 状 の 形 状 を 有 し 、 一 方 向 （ 具 体 的 に

は 、 軸 部 ２ ｐ の 軸 線 方 向 ） に 対 し て 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ 、 中 央 部 に 軸 部 ２ ｐ の 一 端 部

が 連 結 さ れ る 。 ま た 、 摺 接 部 ２ ｎ は 、 両 端 部 が 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 摺 接 す る よ う に 構 成

さ れ る 。 こ れ に よ り 、 軸 部 ２ ｐ を 軸 周 り に 回 転 さ せ る こ と で 、 摺 接 部 ２ ｎ が 側 壁 部 ２ ｃ の

内 周 面 に 摺 接 し た 状 態 で 、 一 方 向 （ 具 体 的 に は 、 軸 部 ２ ｐ の 軸 線 方 向 ） を 軸 に 回 転 す る よ

う に 構 成 さ れ る 。 こ の と き 、 摺 接 部 ２ ｎ の 両 端 部 が 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 摺 接 す る 長 さ を

適 宜 設 定 す る こ と で 摺 接 部 ２ ｎ に よ る セ メ ン ト 混 合 物 の 撹 拌 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き

る 。 ま た 、 軸 部 ２ ｐ は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う な ハ ン ド ル を 手 動 で 回 転 さ せ て も よ い し 、 電

動 モ ー タ を 用 い て 回 転 さ せ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 収 集 装 置 １ を 用 い て セ メ ン ト 混 合 物 を 収 集 す る 方 法 に つ

い て 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 ま ず 始 め に 、 収 集 装 置 １ の 底 部 ２ ｄ が 下

方 に 位 置 し 、 収 集 装 置 １ の 蓋 体 部 ２ ｂ が 上 方 に 位 置 す る と 共 に 、 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 が 上 下

方 向 に 対 し て 交 差 す る よ う に （ 即 ち 、 底 部 ２ ｄ が 傾 斜 す る よ う に ） 、 収 集 装 置 １ を 床 版 Ｂ

上 に 配 置 す る 。 こ の 際 、 排 出 口 ２ ｆ は 、 底 部 ２ ｄ の 中 心 よ り も 上 方 に 位 置 す る よ う に 配 置

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

＜ 供 給 工 程 ＞

　 そ し て 、 供 給 部 ３ の 挿 入 部 ３ ａ に 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ の 先 端 部 を 挿 入 し 、 該 先 端 部

か ら 気 体 と 共 に セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 噴 射 さ せ る 。 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は 、 気 体 と

共 に 流 通 空 間 Ｒ ２ を 通 っ て 供 給 部 ３ の 他 端 側 （ 本 体 部 ２ ａ 側 ） へ 流 通 す る 。 こ の 際 、 流 通

空 間 Ｒ ２ の 断 面 形 状 が 供 給 部 ３ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 向 か っ て 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ て

い る た め 、 流 通 空 間 Ｒ ２ を 流 通 す る セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ 及 び 気 体 の 速 度 は 、 供 給 部 ３ の 一 端

側 か ら 他 端 側 へ 向 か う に 従 っ て 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、 後 述 の よ う に セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ 及

び 気 体 が 接 触 壁 ２ ｊ と 接 触 し た 際 に セ メ ン ト 混 合 物 が 容 易 に 落 下 す る こ と に な る 。 な お 、

セ メ ン ト 混 合 物 を 構 成 す る セ メ ン ト 組 成 物 は 、 セ メ ン ト と し て 速 硬 性 セ メ ン ト を 含 有 す る

も の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

＜ 収 集 工 程 ＞

　 供 給 部 ３ の 他 端 部 へ 達 し た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ 及 び 気 体 は 、 噴 射 空 間 Ｒ ３ へ 噴 射 さ れ て 接

触 壁 ２ ｊ と 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 落 下 し て 収 集 空 間 Ｒ １ に 収 集 さ れ

て 底 部 ２ ｄ 上 に 堆 積 す る 。 一 方 、 噴 射 さ れ た 気 体 が 接 触 壁 ２ ｊ と 接 触 す る こ と で 、 接 触 壁

２ ｊ が 弾 性 変 形 し て 先 端 部 が 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 か ら 離 間 す る 。 こ れ に よ り 、 噴 射 空 間 Ｒ

３ に 噴 射 さ れ た 気 体 は 、 接 触 壁 ２ ｊ の 先 端 部 と 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 と の 間 か ら 噴 射 空 間 Ｒ

３ の 外 側 へ 流 出 す る 。 つ ま り 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 と

気 体 と は 、 接 触 壁 ２ ｊ と 接 触 す る こ と で 分 離 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 噴 射 空 間 Ｒ ３ の 外 側 へ 流 出 し た 気 体 が 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 沿 っ て 回 転 し つ つ

旋 流 空 間 Ｒ ４ を 下 方 （ 底 部 ２ ｄ 側 ） に 向 か っ て 流 れ る こ と で 下 降 気 流 Ｓ １ が 生 じ る こ と と

な る 。 こ の 際 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 と 内 壁 ２ ｋ の 外 周 面 と の 間 隔 が 上 方 か ら 下 方 に 向 か っ

て 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ る た め 、 旋 流 空 間 Ｒ ４ を 流 れ る 下 降 気 流 Ｓ １ の 速 度 は 、 上 方 よ

り も 下 方 の 方 が 減 少 し 、 旋 流 空 間 Ｒ ４ の 気 圧 は 、 上 方 側 よ り も 下 方 側 の 方 が 低 く な る 。 こ

れ に よ り 、 旋 流 空 間 Ｒ ４ に お い て 下 降 気 流 Ｓ １ を 効 果 的 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 ま た

、 斯 か る 下 降 気 流 Ｓ １ が 生 じ る こ と で 、 後 述 す る よ う に 排 出 口 ２ ｆ か ら セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ

を 排 出 す る 際 に 、 下 降 気 流 Ｓ １ に よ っ て セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 排 出 口 ２ ｆ か ら 押 し 出 さ れ る

た め 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の 排 出 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 そ し て 、 収 集 部 ２ の 下 端 側 （ 内 壁 ２ ｋ の 一 端 部 ） へ 達 し た 気 体 は 、 内 壁 ２ ｋ の 一 端 部 の

開 口 部 ２ ｋ ＇ か ら 内 壁 ２ ｋ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ に 流 入 し て 該 空 間 Ｒ ５ を 上 方 へ 向 か っ て 流 通

し 、 蓋 体 開 口 部 ２ ｂ ＇ か ら 収 集 部 ２ （ 収 集 空 間 Ｒ １ ） の 外 側 へ 排 出 さ れ る 。 つ ま り 、 内 壁

２ ｋ の 内 側 の 空 間 Ｒ ５ で は 、 上 方 へ 向 か う 上 昇 気 流 Ｓ ２ が 生 じ る こ と と な る 。 該 上 昇 気 流

Ｓ ２ は 、 収 集 空 間 Ｒ １ に お い て 内 壁 ２ ｋ を 境 に 下 降 気 流 Ｓ １ と 分 離 し て 生 じ る こ と に な る

た め 、 収 集 空 間 Ｒ １ か ら の 気 体 の 排 出 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 上 記 の よ う に 収 集 部 ２ の 外 側 へ 気 体 が 排 出 さ れ る こ と で 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ か ら

気 体 と 共 に 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 気 体 か ら 分 離 さ れ て 収 集 空 間 Ｒ １ へ 収 集 さ れ る

。 ま た 、 気 体 と 共 に 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の う ち 接 触 壁 ２ ｊ と の 接 触 で 落 下 し な か

っ た も の は 、 気 体 と 共 に 噴 射 空 間 Ｒ ３ か ら 外 側 へ 流 出 し て 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 と 接 触 す る

。 こ れ に よ り 、 該 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 付 着 し た り 底 部 ２ ｄ へ 落 下

し た り す る こ と で 収 集 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 上 記 の よ う な セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の 収 集 に 伴 っ て 、 掻 落 手 段 ２ ｍ を 稼 働 さ せ る 。 具

体 的 に は 、 旋 流 空 間 Ｒ ４ お け る 気 体 の 回 転 方 向 と 反 対 方 向 に 摺 接 部 ２ ｎ を 回 転 さ せ る 。 こ

れ に よ り 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 摺 接 し た 摺 接 部 ２ ｎ に よ っ て 該 内 周 面 に 付 着 し た セ メ ン

ト 混 合 物 Ｃ が 掻 き 落 と さ れ る と 共 に 、 下 降 気 流 Ｓ １ と 共 に セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 摺 接 部 ２ ｎ

に 接 触 す る た め 該 気 体 か ら セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 分 離 さ れ て 収 集 さ れ る 。 こ の と き 、 摺 接 部

２ ｎ の 両 端 部 が 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 に 摺 接 す る 長 さ を 大 き く す れ ば 、 該 内 周 面 に 付 着 し た

セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 効 率 的 に 掻 き 落 と す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

＜ 撹 拌 工 程 ＞

　 上 記 の よ う に 摺 接 部 ２ ｎ を 回 転 さ せ る こ と で 、 底 部 ２ ｄ 上 に 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物

と 摺 接 部 ２ ｎ と が 接 触 す る た め セ メ ン ト 混 合 物 が 撹 拌 さ れ る 。 こ の よ う な セ メ ン ト 混 合 物

の 撹 拌 は 、 上 記 の よ う な 収 集 工 程 を 実 施 す る 間 及 び ／ 又 は 収 集 工 程 後 に 行 わ れ る こ と が 好

ま し い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

＜ 施 工 工 程 ＞

　 そ し て 、 収 集 装 置 １ で 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は 、 一 般 道 路 や 高 速 道 路 等 の 舗 装 道

路 を 構 成 す る 床 版 Ｂ 上 に 施 工 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 底 部 ２ ｄ 上 の セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 排 出

口 ２ ｆ に 達 す る 程 度 に 堆 積 し た 後 、 開 閉 手 段 ２ ｇ の 閉 塞 部 ２ ｈ を 底 部 ２ ｄ か ら 離 間 さ せ て

排 出 口 ２ ｆ を 開 放 す る 。 こ れ に よ り 、 収 集 空 間 Ｒ １ に 収 集 さ れ て い た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は

、 排 出 口 ２ ｆ か ら 排 出 さ れ て 床 版 Ｂ 上 に 施 工 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 及 び 収 集 装 置 に よ れ ば 、 乾 式 吹

き 付 け 用 ノ ズ ル を 用 い て 形 成 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 を 床 版 上 に 施 工 す る 際 に 施 工 現 場 の 周

囲 へ の セ メ ン ト 混 合 物 の 飛 散 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 即 ち 、 収 集 工 程 で 収 集 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 用 い て 施 工 工 程 が 行 わ れ る た め 、 乾 式

吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ を 用 い て セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 床 版 Ｂ 上 に 直 接 吹 き 付 け た 場 合 の よ う に

、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の 一 部 が 施 工 現 場 の 周 囲 に 飛 散 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 撹 拌 工 程 を 備 え る こ と で 、 セ メ ン ト 組 成 物 と 水 と を 混 練 し て 形 成 し た セ メ ン ト 混

練 物 （ 以 下 、 混 練 物 と も 記 す ） と 同 等 の 性 状 を 有 す る セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 得 る こ と が で き

る 。 具 体 的 に は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ か ら 噴 射 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は 、 セ メ ン ト

組 成 物 と 水 と が 別 々 に 圧 送 さ れ て 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ 内 で 混 合 さ れ て 形 成 さ れ る も の

で あ る た め 、 混 練 物 と は 性 状 が 異 な る 虞 が あ る 。 し か し な が ら 、 収 集 工 程 後 に 撹 拌 工 程 を

行 っ て セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 撹 拌 す る こ と で 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の 性 状 を 混 練 物 と 同 等 の 性

状 に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 接 触 壁 ２ ｊ を 備 え る こ と で 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混

合 物 Ｃ 及 び 気 体 は 、 接 触 壁 ２ ｊ に 接 触 す る こ と に な る 。 こ の 際 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ は 、 接

触 壁 ２ ｊ と の 接 触 に よ っ て 、 噴 射 方 向 の 勢 い が 減 少 し て 落 下 す る 。 こ れ に よ り 、 収 集 部 ２

の 収 集 空 間 Ｒ １ に セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 効 率 的 に 収 集 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 掻 落 手 段 ２ ｍ を 備 え る こ と で 、 収 集 部 ２ に お け る 収 集 空 間 Ｒ １ を 形 成 す る 壁 面 に

付 着 し た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 掻 き 落 と す こ と が で き る た め 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ の 収 集 を よ

り 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 な お 、 本 発 明 に 係 る セ メ ン ト 混 合 物 の 施 工 方 法 及 び 収 集 装 置 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ

れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 上

記 し た 複 数 の 実 施 形 態 の 構 成 や 方 法 等 を 任 意 に 採 用 し て 組 み 合 わ せ て も よ く （ １ つ の 実 施

形 態 に 係 る 構 成 や 方 法 等 を 他 の 実 施 形 態 に 係 る 構 成 や 方 法 等 に 適 用 し て も よ く ） 、 さ ら に

、 下 記 す る 各 種 の 変 更 例 に 係 る 構 成 や 方 法 等 を 任 意 に 選 択 し て 、 上 記 し た 実 施 形 態 に 係 る

構 成 や 方 法 等 に 採 用 し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 底 部 ２ ｄ が 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る

も の で は な く 、 例 え ば 、 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 に 対 し て 底 部 が 傾 斜 す る 内 面 を 備 え る よ う

に 構 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 内 周 面 が 軸 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る が 、

こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 該 内 周 面 が 軸 線 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る よ う に 構

成 さ れ て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 収 集 空 間 Ｒ １ が 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 の 一 端 側 （ 下 方 と

な る 側 ） か ら 他 端 側 （ 上 方 と な る 側 ） に 向 か っ て 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 斯 か

る 場 合 に は 、 側 壁 部 ２ ｃ の 軸 線 方 向 の 一 端 部 に 排 出 口 ２ ｆ を 形 成 す る こ と で 、 底 部 ２ ｄ を

備 え な い よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 収 集 装 置 １ は 、 貫 通 孔 ２ ｅ と こ れ に 連 結 さ れ る 供 給 部 ３ と を

一 つ ず つ 備 え る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ れ ぞ れ を 複 数 備 え る よ う に 構 成 さ

れ て も よ い 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 収 集 装 置 １ の 側 面 に 対 し て 供 給 部 ３ が 水 平 方 向

に 設 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 収 集 装 置 １ の 側 面 に 対 し て 供 給 部

３ を 上 方 か ら 下 方 に 向 か っ て 斜 め に 設 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に す る

と 、 供 給 部 ３ を 通 過 す る セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 供 給 部 ３ の 中 で 滞 留 す る こ と が な く 、 収 集 部

２ 内 へ ス ム ー ズ に セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 供 給 す る こ と が で き る 。 ま た 、 供 給 部 ３ を 通 過 し た

セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ が 接 触 壁 ２ ｊ に 接 触 す る 速 度 が 大 き く な る た め 、 セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ と 気

体 の 分 離 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 排 出 口 ２ ｆ が １ つ 設 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の

で は な く 、 排 出 口 ２ ｆ を 複 数 備 え る よ う に 構 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 排 出 口 ２ ｆ の 下 に １

つ ま た は 複 数 の シ ュ ー ト を 設 け 、 こ の シ ュ ー ト に よ り セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ を 排 出 し て 敷 き な

ら す よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 収 集 工 程 で 収 集 さ れ る セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ 中 に は 、 繊 維 状 物 が 含 有 さ れ て も よ く 、

該 繊 維 状 物 と し て は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｖ Ａ 繊 維 、 Ｐ Ｅ 繊 維 、 ア ク リ ル 繊 維 、 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、

レ ー ヨ ン 繊 維 等 の 種 々 の 有 機 繊 維 や 鋼 繊 維 等 の 金 属 繊 維 を 用 い る こ と が で き 、 こ れ ら の 一

種 又 は 二 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 前 記 繊 維 状 物 は 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ に 対

し て 供 給 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 供 給 部 ３ の 流 通 空 間 Ｒ
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２ 内 に 繊 維 状 物 を 供 給 す る 繊 維 供 給 部 ４ を 備 え る よ う に 収 集 装 置 １ ０ を 構 成 し て も よ い 。

繊 維 状 物 の 供 給 位 置 （ 即 ち 、 繊 維 供 給 部 ４ の 設 置 位 置 ） と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で

は な い が 、 供 給 部 ３ に 取 り 付 け ら れ た 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ の 先 端 部 か ら セ メ ン ト 混 合

物 Ｃ の 噴 射 方 向 に （ 供 給 部 ３ の 軸 線 方 向 ） に 離 間 し た 位 置 （ 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ

が 速 度 が 減 速 す る 位 置 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ

ズ ル Ａ か ら 噴 射 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ に 対 し て 繊 維 状 物 が 供 給 さ れ る た め 、 繊 維 状 物 に

よ る 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル Ａ の 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 比 較 的 多 量

の 繊 維 状 物 を セ メ ン ト 混 合 物 Ｃ に 混 合 す る こ と が で る 。 ま た 、 流 通 空 間 Ｒ ２ 内 で セ メ ン ト

混 合 物 Ｃ と 繊 維 状 物 と が 混 合 さ れ る と 共 に 、 本 体 部 ２ の 収 集 空 間 Ｒ １ 内 に お い て も セ メ ン

ト 混 合 物 Ｃ と 繊 維 状 物 と が 混 合 さ れ る た め 、 繊 維 状 物 が 均 一 に 混 合 さ れ た セ メ ン ト 混 合 物

Ｃ を 得 る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 １ … 収 集 装 置 、 ２ … 収 集 部 、 ２ ａ … 本 体 部 、 ２ ｂ … 蓋 体 部 、 ２ ｂ ＇ … 蓋 体 開 口 部 、 ２

ｃ … 側 壁 部 、 ２ ｄ … 底 部 、 ２ ｅ … 貫 通 孔 、 ２ ｆ … 排 出 口 、 ２ ｇ … 開 閉 手 段 、 ２ ｈ … 閉 塞 部

、 ２ ｉ … 連 結 部 、 ２ ｊ … 接 触 壁 、 ２ ｋ … 内 壁 、 ２ ｍ … 掻 落 手 段 、 ２ ｎ … 摺 接 部 、 ２ ｐ … 軸

部 、 ３ … 供 給 部 、 ３ ａ … 挿 入 部 、 ４ … 繊 維 供 給 部 、 Ａ … 乾 式 吹 き 付 け 用 ノ ズ ル 、 Ｂ … 床 版

、 Ｃ … セ メ ン ト 混 合 物 、 Ｒ １ … 収 集 空 間 、 Ｒ ２ … 流 通 空 間 、 Ｒ ３ … 噴 射 空 間 、 Ｒ ４ … 旋 流

空 間 、 Ｓ １ … 下 降 気 流 、 Ｓ ２ … 上 昇 気 流

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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